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全
議
案
を
原
案
可
決

全
議
案
を
原
案
可
決

次回の定例会の日程は、3月6日～3月21日（一般質問は12日・13日・14日）の予定です。

　

今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う

ち
、
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

職
員
給
料
の
減
額
等
の
改
正
を
行

う
土
浦
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
、
川
口
運
動

公
園
野
球
場
の
電
光
表
示
式
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
の
新
設
に
伴
い
、
使
用

料
を
定
め
る
土
浦
市
体
育
施
設
使

用
条
例
の
一
部
改
正
、
土
浦
市
総

合
企
画
審
議
会
設
置
条
例
の
全
部

改
正
、
ま
た
、
新
た
な
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
給
料
月

額
を
30
％
減
額
す
る
特
例
を
定
め

る
市
長
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関

す
る
条
例
、
障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
土
浦
市

議
会
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
、国
民
宿
舎「
水

郷
」の
再
建
及
び
プ
ー
ル
施
設
等

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
動
を
断
念
し
廃
炉
を

求
め
る
決
議
、
３
件
の
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
土
浦
市
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
６
千
129
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
514
億
２
千
934
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助

金
、
県
補
助
金
、
県
交
付
金
、
寄

付
金
等
の
計
上
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
を
建
設

す
る
法
人
に
対
す
る
事
業
費
補
助

金
の
計
上
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
に
対
す
る
負
担
金
の
増
額
、

被
害
道
路
及
び
橋
梁
の
補
修
工
事

費
の
増
額
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
土
浦
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
土
浦

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
市
道
の
路
線
の
認
定
・
廃
止

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
人
事
案
件
と
し

て
、
土
浦
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
と
、
土
浦
市
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

◆
土
浦
市
教
育
委
員
会
委
員

島
岡　

宏
明　

氏

◆
土
浦
市
公
平
委
員
会
委
員

三
輪　

和
夫　

氏

決
算
特
別
委
員
会
報
告（
要
旨
）

　

本
委
員
会
は
、
先
の
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
そ
の

後
９
回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
開

催
し
た
。
執
行
部
か
ら
会
計
管
理

者
、
教
育
長
、
関
係
部
課
長
等
の

出
席
を
求
め
て
審
査
を
実
施
し
た

ほ
か
、朝
日
ト
ン
ネ
ル
整
備
事
業
、

新
治
中
学
校
柔
剣
道
場
棟
新
築
事

業
な
ど
、
６
事
業
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
予
算
が

議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
則
り
、
適

正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ
、
市

民
の
信
託
に
十
分
応
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
諸
点
に
留

意
し
、
執
行
部
か
ら
詳
細
な
る
説

明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
監
査
委

員
の
決
算
審
査
意
見
書
を
参
考
と

し
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　

以
下
、
論
議
の
対
象
と
な
っ
た

事
項
を
抜
粋
す
る
。

一
般
会
計
に
つ
い
て

・
一
段
と
自
主
財
源
の
強
化
を

・
必
要
に
応
じ
専
門
職
員
の
採

用
枠
拡
充
の
検
討
を

・
女
性
管
理
職
30
％
に
向
け
て

最
大
限
の
努
力
を

・
自
動
交
付
機
導
入
や
郵
便
局

で
の
証
明
書
発
行
の
拡
大
を

・
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯

へ
の
計
画
的
移
行
の
推
進
を

・
学
校
給
食
に
お
け
る
、
地
産

地
消
の
推
進
を

・
個
人
住
宅
耐
震
化
補
助
金
の

増
額
を

・
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
早
期

冷
房
設
置
を

特
別
会
計
に
つ
い
て

・
納
税
相
談
に
来
庁
し
な
い
と

い
う
理
由
で
の
国
民
健
康
保

険
証
の
留
め
置
き
は
、
中
止

す
る
よ
う
に

　

以
上
、
審
査
の
結
果
、
一
部
反

対
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多

数
に
よ
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　

な
お
、
執
行
部
に
お
い
て
は
、

本
委
員
会
で
論
議
さ
れ
た
事
項
を

踏
ま
え
、
事
業
の
必
要
性
、
緊
急

性
、
効
率
性
を
見
極
め
、
適
正
な

予
算
編
成
と
、
よ
り
効
率
的
な
予

算
の
執
行
に
努
め
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

◆
決
算
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

柏
村　

忠
志

　
　

副
委
員
長　
　

藤
川　

富
雄

　
　

委

員　
　

平
石　

勝
司

　
　

〃

　
　

白
戸　

優
子

　
　

〃

　
　

入
江
勇
起
夫

　
　

〃

　
　

井
坂　

正
典

　
　

〃

　
　

吉
田
千
鶴
子

　
　

〃

　
　

久
松　
　

猛

受
理
番
号
17・18

陳
情
の
委
員
長
報
告

　

受
理
番
号
17　

年
金
受
給
資
格

期
間
の
10
年
へ
の
短
縮
を
求
め
る

陳
情　

受
理
番
号
18　

消
費
税
に

よ
ら
な
い
最
低
保
障
年
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
陳
情
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
連
す
る
と
の
意
見
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
括
審
査
を

行
い
、
な
お
調
査
・
研
究
の
必
要

が
あ
る
と
、
継
続
審
査
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
、
採
決
し
た
結
果
、

賛
成
少
数
の
た
め
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
審
査
を
続
け
、
年
金

受
給
資
格
期
間
を
25
年
か
ら
い
っ

き
に
10
年
へ
短
縮
す
る
こ
と
は
、

無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
あ
り
、
現
在
の
社
会
保
障

制
度
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
た
め

に
、
根
本
的
な
改
革
を
し
て
行
か

な
い
と
い
け
な
い
と
言
う
意
見
、

ま
た
、
消
費
税
に
よ
ら
な
い
最
低

保
障
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
消

費
税
な
し
で
最
低
保
障
年
金
制
度

は
あ
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
意
見
や
根
本
的
な
国
の
施
策
を

求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
、
再
度
の
採

決
の
結
果
、
不
採

択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。


